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通じ､ SARを沿岸海洋物理学に利用する上で､ 1) SAR画像から導出した海上風を海洋数値モデルの入力
に利用すること､および2) SARにより可視化された海面についての力学的･運動学的モデルを利用する
ことが有効であることを示した｡この結果､陸奥湾の流れが､初めて定量的に表現された｡ SARは､沿
岸域における多様な大気海洋現象を鮮明に映し出し続けるであろう｡ SARを沿岸海洋物理学に利用する
異体的アプローチとその有効性を示した本研究は､高解像度沿岸海洋学の確立に貢献すると考えられる｡
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論文審査の結果の要旨
海岸線を挟む陸域と海域が構成する幅の狭い領域(沿岸域)は､多くの人口密集都市を抱える｡沿岸域
の人間活動と沿岸海洋は互いに影響し合うので､沿岸海域の海洋変動機構解明は､海洋物理学的に重要で
あるばかりでなく､効率的沿岸域管理に関する社会的要請にも応え得る｡時空間スケールの小さい沿岸域
大気海洋現象を的確に捉え､監視するためには､高度観測システムが不可欠である｡衛星搭載合成開口レー
ダー(SAR)が有する､昼夜と雲に依存しない高解像度観測機能は､これに適している｡
陸奥湾のSAR画像118シーンの解析から､ 2つの特徴的なパターン(-P)が繰り返し出現することが
判った｡まず､ …地形に強制された風(os wind)のパターン''､次に``スパイラル･エディ(SE)パター
ン''として知られる､らせん状に巻かれた暗い筋状構造である｡いずれも10knスケールの変動現象であ
る｡ OS wind-Pは､季節風ヤマセが周囲の陸岸地形によって歪められることによって起こる｡夏泊半島の
風下(西湾南部)に出現する弱風域は､西湾に風ストレス渦度を供給する｡ OS wind_Pが1日以上吹送し
た後､弱風となった時にSE-Pが撮像されていた｡本研究は､ SAR観測により､陸奥湾で新たに発見され
たこれらの現象の形成機構を調べた｡
os wind-PのSAR画像の各ピクセルを海上風速に変換し､数値実験によりこの海上風が生成する表層
循環を調べたところ､効率的な渦度供給により西湾に低気圧性循環が生じることが判った｡この流れは､
一地元研究者からの聞き取り調査の結果とよく整合した｡ sE-Pの位置､直径､回転方向と､西湾循環のそ
れらはよく一致した｡しかし､ sE-Pの筋は内向きに巻かれているが､地衡流平衡状態にある循環は内向
き成分を持たない｡この矛盾を解決するため､新しい2つの数理物理モデルを提案した｡界面活性物質な
どからなるマイクロレイヤー(ML)は､ SAR画像に暗く写る｡力学的モデルは､静穏な大気の層､ ML､
地衡流平衡状態にある海洋層から構成され､大気･ML間摩擦力､ ML･海洋間摩擦力､重力､コリオリ
カがバランスする｡その結果､ MLはわずかに内向きに動く｡次に､点源から連続的に放出されるMLに
関する運動学モデルによりシミュレートされた暗い筋の形状は､ sAR画像で識別されたsEパターンとよ
く一致した｡
sAR観測により､陸奥湾内に発見された新しい現象の形成機構を解明した本研究は､本人が自立して
研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって,山口悟史提出の
博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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